
○ 本地区は、昭和30年代にほ場整備された地区で、ため池を水源とする水田地帯となっ
ている。また、ため池の造成時期は明治・大正期と古く、施設の老朽化が進んでおり適
切な管理が求められている。 

○ ため池は老朽化が著しく、下流には住宅や店舗が広がり、ため池の堤防決壊に備え、
市や消防団の働きかけもあり防災意識の高い地区である。 

○ 主に住宅街の上流部に位置するため池に対する取組が行われており、地域の意識醸成、
ため池の施設整備、降雨時等の見回り、排水管理の活動等を実施している。 

元気な美しい里新名爪（宮崎県宮崎市） 

施設の点検・見回り 防災・減災の取組 今後の課題 

【地区概要】 
・取組面積 71ha 
（田40.3ha、畑30.1ha、草地0.6ha） 
・資源量 
  開水路  14.1km、農道 4.8km、 
  ため池 4箇所 
・主な構成員 
   農業者、自治会、子供会 等 
・交付金 約４百万円（H26） 
  

○ ため池や農地の多
面的機能を集落とし
て意識付けできた。 

○ 自分たちの地域を知
り、自分たちで地域を
守る意識が高まった。 

 
 
 
○ ため池の多い地域

であり、引き続き、防
災意識を持って点検、
補修や維持管理に取
り組む。 

○ 平成24年度の豪雨では、ため池の排水操作に加え、ため
池を水源とするパイプラインの末端の排水操作を実施。 

 

○ 台風に備えて、年に１回、消防団と連携してため池の池干
しを行い、法面や付帯施設の点検を実施することで、災害が
起こりにくい体制を整備。 

 

○ ため池の池干しの際にウナギ等を放流し、地域住民等を対
象につかみ取りを行い楽しんでもらうとともに、ため池に溜
まった泥を撹拌することで円滑な排泥を促す。 

  また、地域にため池があることを認識してもらい、豪雨時の
リスクの認識に繋げる。 

○ 宮崎市では防災計画に基づく農業用
ため池危機管理マニュアルが作成され
ており、活動組織と市とが連携した防災
体制を整備している。 

 

○ 豪雨時には、市からＦＡＸによりため
池管理者である活動組織代表者に情
報伝達がされる。 

 

○ 活動組織独自の取組として、早場米
のかんがい期間が終了した時点で、大
雨等に備えてため池の水位を50％とす
るほか、法面等の破損箇所を早期発見
できるよう、月2回の監視を行っている。 

 農地維持支払 
 資源向上支払（共同、長寿命化） 
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